
路上、ゴンダール
――川瀬慈による３つの短篇――

◇ Room 11, Ethiopia Hotel（２００７年制作）

『ラリベロッチ―終わりなき祝福を生きる』（２００５年制作）

『僕らの時代は』（２００５年制作）
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画面越しに少年の顔がアップであらわれたか

と思うと、かれは撮影カメラの上部に付属した

録音マイク保護用スポンジを抜き取り、竹輪状

の筒になったスポンジを目にあてがって向こう

からこちらを覗いておどけてみせる（Room

11, Ethiopia Hotel）。画面に光が与えられて

から数秒間のこの冒頭シーンは、映像作家のね

らいを雄弁に語る。撮影者と被写体との関係性

の写しこみ。映像による記述行為そのものの相

対化。

川瀬は日本からエチオピアの古都ゴンダール

に人類学の調査でやってきた大学院生（当

時）、そしてこの作品に登場するのは当時それ

ぞれ１５歳と１６歳のふたりの少年である。窓から

路上を捕らえるカメラは、作品タイトルである

宿の一室から出ることはない。ひるまの通りを

行きかう人びと、商店の窓を一心に磨く青年、

道端に座って物思いにふける人、そしておとな

に混じって、自動車の窓拭きや靴磨き、物売り

などをしながら路上で稼ぐ少年たちの姿。川瀬

の部屋にやってきたふたりも、家を持たず施設

にも入らず路上で稼いでいる少年たちだ。カメ

ラ越しの交渉で川瀬から出資してもらったふた

りは、意気揚々と部屋を出て深更までビスケッ

ト、タバコ、コンドームなどの小物を路上で商

う。

〈ストリート〉で生起するものごとを記述す

るのに、映像はときとして文章に比べようもな

く豊かで生彩ある表現媒体となる。〈ストリー

ト〉とは路上であり途上である。そこでの通過

・交差・滞留のプロセスでいかなる社会関係の

〈場〉ができていくのか。文脈の複線化などの

技巧を凝らそうとも、事象をリニアに説明する

ためのものだということは文章表現にとってか

わらない本質なので、映像の記述情報量にはか

なわない。じっさいに世界じゅうの路上に日々

息づいている数々の流動的な関係性の〈場〉

は、２～３年後に同じ所に足を運んだとしてもRoom 11, Ethiopia Hotel
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「ラリベロッチ―終わりなき祝福を生きる」

同じであるとは限らない。そうした〈ストリー

ト〉的なものをどのような視点で記述したらい

いのかというエスノグラファーの欲望に、良質

のドキュメンタリー映像作品は応えてくれる。

川瀬の短編にはゴンダールの〈ストリート〉

で出会った人びとが、かりそめの主人公として

登場する。生業と交換の場としての路上。家々

を訪問するラリベラと呼ばれる吟遊の物乞いの

老夫婦（『ラリベロッチ―終わりなき祝福を生

きる』）、祝宴などで演奏するアズマリと呼ばれ

る音楽職能集団の卵である少年たち（『僕らの

時代は』）。これら２作品ではカメラは川瀬とと

もに路上に出て、われわれは川瀬の肩越しに

人々のやりとりに割って入ることになる。歩く

人の視線で、かれらの路上でのなりわいが映し

出される。

これらの短編で主人公となったかれらはゴン

ダールの周辺的な存在である。おそらくわれわ

れがよそ者としてこの都市に到来し、通りを一

日中じっと眺めた続けたとき、かれらは歩き続

けるけども目的地をもたない、どこかよそ者性

を帯びた巡回者として目にとまることだろう。

都市でまともに暮らし、働き、婚礼や降誕祭な

どの祝祭のなかにいる人びとは、通過し、集

まっては散り家路につく存在として主人公たち

の背景をなし、しばしば主人公たちとのやりと

りのなかでかれらの微妙で両義的な社会的位置

を際立たせる役割を負う。

映像に映しこまれる川瀬自身と主人公たち、

そして路上の人びととの現地語でのやりとりも

また、それぞれの短い物語のなかで中心的な位

置を占め、われわれを〈ストリート〉への介入

に誘う効果を発揮する。ラリベラの夫婦やアズ

マリの少年たちとの道行きを、周りの通行人や

住人がオーディエンスとして見守ったり、野次

を飛ばしたりするシーンも多くみられる。カメ

ラに向かっていい笑顔を投げかける者もいれ

ば、なかには当然、撮影という行為に強く反撥

し異議を唱える者の姿や声もある。「こっちに

来るな！そいつ（川瀬）もつれて失せな！…

（中略）…撮ってるじゃないかよ！」「じゃあ撮

影のなにが悪いっていうんだい？」「エチオピ

アは乞食だらけと外国で思われるだろうが！」

（『ラリベロッチ―終わりなき祝福を生きる』）。

人類学や社会学のフィールドワークは現地の

人たちとの共同作業であり、それなくしては成

立しない。しかし調査成果としての書物である

民族誌には、記述する著者によって編制された

知識体系が開陳される。ここにも文章による記

述のひとつの限界がある。その都度の共同作業

を言語で再構成して書き込もうとするととんで

もない紙数を費やしてしまうだろう。これまで

文章によって発表された多くの「実験的民族

「僕らの時代は」
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誌」が不発に終わったりキワモノ扱いされたり

したこともこれに関係する。上記のような、調

査や撮影を生活域への侵犯、あるいは一方的表

象による簒奪ととらえる人びととの緊張感あふ

れる応酬も含め、こうしたやりとりを映像で記

述することは、調査という行為を反省的にとら

えたり、ひろく知らせたりするためにも有効な

のだ。

ところで近年サービスを開始した Googleス

トリート・ビューもまた映像でストリートをと

らえるものにちがいないが、そこにあるスト

リートは上記の〈ストリート〉とはまったく別

物だ。ゴンダールの路上は、いわば人びとの生

活域やモラルがせり出している公共空間であ

り、お役所と資本とが意味世界を統制している

ような日本のアスファルト道路とは決定的に異

なる。だがそれだけではない。そこにあらわれ

る光景には、先に述べたエスノグラファー（と

その肩越しに覗き見るわれわれ）の欲望のよう

なものがみあたらず、おなじ歩く人の視線によ

る介入であっても、映すものと映されるものと

の関係がまったく正体不明なのだ。われわれが

なにより違和感をおぼえるのは、そのためだろ

う。川瀬の映像作品をみてゴンダールの〈スト

リート〉へ憧憬めいた感情を抱くのも、

Googleストリート・ビューへ違和感をおぼえ

るのも、われわれのストリートへの介入が、現

在いかに困難になっているかということの証左

なのかもしれない。

川瀬慈 webサイト

http://www.itsushikawase.com/
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